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⑪ 

キ
リ
シ
タ
ン
の
死
別
と
部
落
の
差
別
と
は
、
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、
徳
川
幕
藩

体
制
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
か
、
こ
の
小
論
で
は
、
そ
の
基
点
と

な
っ
た
、
宗
門
改
役
の
設
置
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
島
原
の
乱
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十
一
月
九
日
に

勃
発
し
、
翌
寛
永
十
五
年
（
一
六
一
一
一
八
）
一
一
月
二
十
七
日
に
、
そ
の
拠
点
で
あ
る

原
城
が
陥
落
し
て
平
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
乱
は
、
主
将
板
倉
重
昌
を
戦
死
さ

せ
た
の
み
な
ら
ず
、
ま
だ
基
礎
の
固
ま
ら
ぬ
徳
川
幕
藩
体
制
を
根
底
か
ら
ゆ
り
動

か
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
年
、
九
月
二
十
日
に
は
、
徳
川
幕
府
は
耶
蘇
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
禁
を

厳
に
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
、
豊
臣
政
権
下
の
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
六
月
に
発
せ
ら
れ
た
伴
天
連
追
放
令
を
、
徳
川
政
権
も
継
承
し
た
か
ら
で
あ

り
、
島
原
の
乱
の
原
因
も
そ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
。

す
で
に
、
徳
川
政
権
下
に
お
い
て
も
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
一
一
）
三
月
十
一

日
に
「
天
主
教
徒
査
検
」
の
命
令
が
出
さ
れ
、
同
年
三
月
一
一
十
一
日
に
は
、
京
都

所
司
代
板
倉
勝
重
は
、
京
都
に
お
け
る
天
主
教
の
寺
院
を
破
却
し
て
い
る
。
ま

た
、
有
名
な
金
地
院
崇
伝
の
「
伴
天
連
追
放
文
」
は
、
家
康
の
命
に
よ
り
、
そ
の

翌
年
の
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
十
二
月
一
一
十
三
日
に
起
草
さ
れ
、
朱
印
の

序 死
別
と
差
別

Ｉ
宗
門
改
役
の
設
置
を
中
心
と
し
て
Ｉ

‘ 

上
、
京
職
へ
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
は
、
徳
川
幕
府
の
基
本
方
針
の
一
つ
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
方
針
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
最
幕
末
ま
で
一
貫
し
て
つ
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
高
札
が
廃
止
さ
れ
る
の
は
、
実

に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

初
代
の
「
宗
門
改
役
」
が
、
「
井
上
筑
後
守
政
重
」
で
あ
る
こ
と
に
は
、
異
Ｈ
論

が
な
い
。
し
か
し
、
「
宗
門
改
役
」
の
設
置
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の

有
力
な
る
説
が
存
在
す
る
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
説

辻
善
之
助
著
「
日
本
仏
教
史
近
世
篇
之
三
」
・
辻
達
也
箸
「
江
戸
開
府
」
・

岡
田
正
之
「
徳
川
幕
府
吉
利
支
丹
宗
門
改
考
」
（
史
学
会
雑
誌
第
五
号
）
・
大

森
金
五
郎
・
高
橋
昌
造
共
著
「
最
新
日
本
歴
史
年
表
（
増
訂
版
ピ
・
大
谷
大

学
編
「
真
宗
年
表
」

寛
永
十
七
年
Ｃ
六
四
○
）
説

朝
尾
直
弘
著
「
鎖
国
」
・
姉
崎
正
治
箸
「
切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
潜
伏
」
・
圭

室
文
雄
箸
「
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
」
・
藤
井
学
「
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
」

（
日
本
歴
史
近
世
３
）
・
笠
原
一
男
編
「
日
本
宗
教
史
年
表
」
・
歴
史
学
研
究
会

小

西
愛
之
助
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編
「
日
本
史
年
表
」
・
角
川
「
日
本
史
辞
典
」
・
「
国
史
辞
典
四
」
（
豊
田
武
）

．
「
日
本
歴
史
大
辞
典
５
」
（
藤
谷
俊
雄
）
・
「
広
辞
苑
」

と
こ
ろ
で
、
「
寛
永
十
六
己
卯
八
月
吉
祥
曰
」
の
奥
付
の
あ
る
「
吉
利
支
丹
物

語
巻
第
下
」
の
「
き
り
し
た
ん
し
う
Ｌ
御
せ
い
ば
い
の
事
」
の
条
に
、
「
日
本
国
の

し
ゆ
ご
地
と
う
代
く
わ
ん
と
う
に
仰
付
ら
れ
、
里
々
う
ら
ノ
ー
、
山
が
山
が
、
嶋

々
の
こ
る
所
な
く
、
昨
日
け
ふ
む
ま
れ
た
る
あ
か
子
ま
で
、
そ
れ
人
、
当
寺
の
だ

ん
な
寺
よ
り
せ
う
文
に
の
せ
、
し
嵐
そ
ん
ノ
ー
当
寺
の
だ
ん
家
に
ま
ぎ
れ
御
座
な

し
、
も
し
此
う
ち
一
人
な
り
共
き
り
し
た
ん
の
し
う
し
御
座
候
は
目
、
寺
の
ぎ
は

御
け
っ
し
ょ
な
さ
れ
、
ば
う
ず
は
い
か
や
う
に
も
御
せ
い
ば
い
た
る
べ
し
と
、
か

た
く
書
物
を
仕
り
さ
員
げ
奉
る
、
町
人
は
町
の
と
し
よ
り
月
行
事
、
村
々
は
し
や

う
や
お
も
百
姓
、
ぶ
し
は
物
か
し
ら
、
年
ご
と
に
御
あ
ら
た
め
も
る
凶
事
な
く
、

あ
ま
つ
き
へ
諸
国
の
ざ
い
ノ
ー
に
そ
く
た
く
の
高
札
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
や
■
も

す
れ
ば
十
人
廿
人
づ
＆
さ
が
し
出
さ
れ
て
、
火
あ
ぶ
り
、
さ
か
は
つ
け
、
水
つ

け
、
さ
ま
人
、
の
御
せ
い
ば
い
今
に
た
へ
ざ
る
御
事
は
、
ふ
し
ん
は
れ
が
た
し
と

云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
寛
永
十
六
年
八
月
」
の
時
点

以
前
に
お
い
て
、
全
国
的
な
規
模
に
よ
り
、
寺
請
檀
家
制
度
の
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
宗
門
改
も
、
「
町
人
は
町
の
と
し
よ
り
月
行
事
、
村
々
は

し
や
う
や
お
も
百
姓
、
ぶ
し
は
物
が
し
ら
」
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
式
な
「
宗
門
改
役
」

の
登
場
を
も
示
唆
し
て
い
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。

寛
永
年
間
の
宗
門
改
帳
に
つ
い
て
は
、
神
崎
彰
利
氏
の
論
文
「
領
主
と
農
民
」

（
近
世
郷
土
史
研
究
法
所
載
）
に
「
現
存
す
る
宗
門
改
帳
で
、
管
見
の
範
囲
で
最

も
古
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
一
六
三
四
年
（
寛
永
十
一
）
肥
前
国
平
戸
町
の
「
芦

町
人
数
改
之
帳
」
（
九
州
大
定
文
化
史
研
究
所
蔵
）
で
あ
ろ
う
。
表
題
か
ら
み
る

と
家
数
人
別
改
帳
の
よ
う
な
感
を
受
け
る
が
、
し
か
し
実
際
に
寺
請
を
し
て
い
る

Ｉ 

の
で
宗
門
改
帳
と
見
て
差
支
え
は
な
い
。
本
帳
は
平
戸
と
い
う
地
訓
域
性
を
考
え
る
》
一
口
か
。

，．》｜・，β’（｜ザ（・《。．、ど」’一机・」評Ｆ’・へ一一コｒ雷．←｜で．。一・・、

と
、
後
の
宗
門
改
帳
へ
直
接
に
結
び
つ
く
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ
に
つ
ぐ
も
＠
Ｆ
■
１
丁
い
』
》
『
戸

と
し
て
、
一
六
三
八
年
（
寛
永
十
五
）
十
月
の
美
濃
Ｐ
国
多
芸
郡
下
印
食
村
「
伴
Ｍ
天
、
十

連
い
る
ま
ん
吉
利
支
丹
御
法
度
御
改
帳
」
（
史
料
館
所
蔵
）
篝
が
あ
る
。
本
帳
に
川
は
〈
～
１

庄
屋
甚
兵
術
ｏ
清
次
郎
を
は
じ
め
計
一
○
三
軒
五
七
七
人
『
が
寺
請
し
て
い
る
が
へ
（
｛

し
か
し
本
帳
は
写
本
で
あ
る
た
め
そ
の
信
瀕
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
紹
介
「

さ
れ
、
更
に
「
こ
こ
で
ご
く
古
い
宗
門
改
帳
の
一
事
例
ど
し
て
、
一
六
四
二
年
Ｙ
“

（
寛
永
十
九
）
近
江
国
滋
賀
郡
比
叡
辻
村
「
宗
旨
改
帳
」
の
一
部
を
あ
げ
て
み
た
。
」

と
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ

右
当
町
裏
屋
借
屋
迄
不
残
遂
吟
味
、
宗
門
紛
無
御
座
候
、
弁
当
御
改
之
不
受

一
不
施
等
茂
無
御
座
侯
、
猶
後
二
至
、
不
審
成
者
候
者
早
速
可
申
出
候
、
面
々
Ⅱ

宗
旨
之
儀
ハ
寺
々
請
判
五
人
組
加
判
致
シ
候
上
ハ
、
若
何
方
が
、
も
切
支
丹
之
（
ｔ
一

訴
人
出
由
‐
候
ハ
、
其
者
之
旦
那
坊
主
連
判
之
者
共
、
御
公
儀
様
江
罷
出
急
度
～
布

可
申
分
候
、
御
年
寄
中
江
少
も
御
難
懸
申
間
敷
候
、
為
其
連
判
状
如
件
■
《
一

比
叡
辻
肝
煎
》

久
兵
衛
⑩

左
治
兵
衛
④
し
げ
ぃ
口

小
佐
右
衛
門
④
！
～

浜
坂
本

御
年
寄
中

そ
し
て
、
神
崎
彰
利
氏
は
、
「
本
帳
の
作
成
意
図
は
、
奥
書
に
も
み
ら
れ
る
よ
ｒ
占

う
に
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
形
式
は
。

》
「
糺
旨

後
年
の
宗
門
改
帳
と
大
差
は
な
く
、
宗
門
改
帳
の
先
駆
的
弁
や
一
例
と
い
う
こ
と
が
□

で
き
よ
う
。
」
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
寛
永
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
平
井
良
朋
氏
が
「
明
日
香
村
史
上
１

ＩＦ 
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巻
」
の
「
宗
門
改
め
と
宗
旨
送
り
」
の
項
に
お
い
て
、
「
明
日
香
村
域
に
残
る
最

も
古
い
戸
数
、
人
口
の
調
査
書
は
寛
永
十
七
年
「
細
川
村
家
数
人
数
之
帳
」
（
天
理

図
書
館
蔵
細
川
村
文
書
）
と
い
う
も
の
で
、
稀
有
の
例
に
属
し
、
家
数
三
四
軒
、

人
口
八
四
人
、
牛
三
頭
と
示
さ
れ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
ご
く
一
部
分
を
紹
介
さ
れ
た
写
真
を
見
る
限
り
、
そ
の
内
容
は
、
「
宗
門
改
帳
」

と
い
う
よ
り
も
、
文
字
通
り
「
家
数
人
数
之
帳
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
、
寛
永
十
六
年
夘
六
月
十
八
日
付
「
摂
州
御
知
行
所
吉
利
支

（
史
料
ご

丹
改
之
帳
」
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
西
田
家
文
書
）
は
、
そ
の
内
容
は
疑
い
も
な

く
「
宗
門
改
帳
」
で
あ
り
、
そ
の
末
尾
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

右
之
内
壱
人
と
し
て
吉
利
支
丹
無
御
座
候
、
為
其
家
数
井
人
数
帳
二
作
り
指

止
申
候
、
拙
者
共
手
前
一
一
も
小
百
姓
迄
不
残
判
形
仕
、
宗
旨
儀
書
付
、
引
か

へ
帳
致
置
申
候
、
弥
ノ
ー
無
油
断
穿
盤
可
仕
候
、
己
上

寛
永
十
六
年

夘
六
月
十
八
日

半
右
衛
門

久
五
郎

仁
右
衛
門

九
郎
右
衛
門

孫
左
衛
門

久
右
衛
門

庄
介

甚
介

仁
介

左
右
衛
門

本
多
平
兵
衛
様

名
倉
五
郎
兵
衛
様

こ
の
「
吉
利
支
丹
改
之
帳
」
は
、
次
の
領
主
（
板
倉
周
防
守
重
宗
）
よ
り
の
命

令
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

覚

一
吉
利
支
丹
宗
門
郷
中
と
し
て
穿
繋
可
仕
事

一
男
女
拾
年
己
来
何
方
へ
奉
公
井
商
二
参
候
共
、
宗
旨
何
見
候
様
書
付
置
可

申
事

一
他
所
が
男
女
共
一
一
於
罷
帰
ハ
、
只
今
迄
何
方
二
罷
在
所
委
書
付
、
宗
旨
之

穿
鑿
可
仕
、
付
兼
而
之
宗
旨
不
存
候
も
の
、
郷
中
一
一
不
可
置
事

一
在
所
宗
旨
兼
而
存
候
も
の
、
他
所
β
縁
付
二
於
来
者
、
本
在
所
之
庄
屋
年

寄
百
姓
宗
旨
迄
書
付
、
無
相
違
其
郷
二
置
候
様
一
一
と
手
形
取
可
申
事

一
其
在
所
男
女
共
一
一
人
数
何
程
井
家
数
共
二
帳
二
作
り
庄
屋
肝
煎
判
形
仕
、

此
方
へ
も
差
上
、
郷
中
一
一
も
置
可
申
事

寛
永
十
六
年

夘
二
月
廿
曰

周
防

摂
州
在
ど

庄
屋

一
家
主
又
兵
衛

肝
煎

此
家
二
居
申
人
数

百
姓
中

こ
の
一
紙
文
書
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
西
田
家
文
書
）
の
末
尾
の
上
に
記
さ
れ

て
い
る
。
家
主
又
兵
衛
此
家
二
居
申
人
数
」
の
文
字
は
、
「
吉
利
支
丹
改

之
帳
」
の
様
式
例
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
あ
り
、
こ
の
「
覚
」
は
、
「
周
防
」

よ
り
、
そ
の
支
配
下
に
あ
る
「
摂
州
在
こ
」
の
「
庄
屋
肝
煎
百
姓
中
」
へ
廻
状
と

し
て
伝
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
と
同
一
形
式
の
「
宗
門
改
帳
」

は
、
す
く
な
く
と
も
、
板
倉
重
宗
支
配
下
の
摂
津
の
村
々
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た

こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
、
板
倉
重
宗
支
配
下
の
他
の
国

１
‐
’
ャ
」
Ｌ
・
ｌ
Ａ
ｄ
４
Ｊ
ｏ
、
．
、
△
■
■
『
Ｒ
ｖ
も
理
』
□
演
刀

7４ 
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右
の
表
に
（
記
入
ナ
シ
）
と
あ
る
の
は
、
「
吉
利
支
丹
改
之
帳
」
の
宗
旨
の
記

入
洩
れ
か
、
或
い
は
、
ま
だ
、
宗
旨
が
確
定
し
た
い
か
の
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
吉
利
支
丹
改
之
帳
」
の
特
徴
は
、
後
世
の
「
宗
門
改

帳
」
と
ち
が
っ
て
、
「
寺
請
」
で
は
な
く
、
そ
の
宗
旨
の
証
明
は
、
庄
屋
以
下
村

の
重
立
っ
た
も
の
、
そ
れ
こ
そ
、
「
吉
利
支
丹
物
語
」
が
記
す
ご
と
く
、
「
村
々
は

し
や
う
や
お
も
百
姓
」
が
、
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
覚
」
の
第
一
条

「
吉
利
支
丹
宗
門
郷
中
と
し
て
穿
鑿
可
仕
事
」
を
遵
法
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
覚
」
及
び
そ
れ
に
も
と
ず
く
「
吉
利
支
丹
改
之
帳
」

の
存
在
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
対
す
る
権
力
側
の
意
思
が
、
行
政
機
構
の
末
端

に
ま
で
浸
透
し
た
事
実
を
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
権
力
側
に
よ
る
宗
門

改
め
へ
の
確
固
た
る
意
思
が
示
さ
れ
、
「
宗
門
改
役
」
の
設
置
も
ま
た
、
す
ぐ
な

々
の
村
々
に
お
い
て
も
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
（
史
料
一
一
）

い
ま
、
現
存
す
る
こ
の
「
吉
利
支
丹
改
之
帳
」
に
よ
り
、
摂
津
国
芥
川
郡
高
浜

村
の
、
宗
旨
別
、
家
数
人
数
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
，

旨｜家数

土Ｉ１５
１（内下人９）

麹ＬＬ塗

宗
一
浄

９４ 

(内下人32）

禅

もんと

法花

(記入ナシ）

4８ ７ 

(内禅寺１）
夕

６
４
１
 

８
５
５
 

３
２
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茨
木
市
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九
次
の
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江
戸
幕
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老
中
連
（
署
奉
書
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ノ
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（
永
井
家
文
書
〉
が
、
］
一
通
紹
介
言
さ
れ
て
い
る
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？

（
附
菱
）

「
寛
永
十
六
卯
年
」

一
筆
令
啓
候
、
●
一
一
一
一
一
一
〔
」
一
・
り
し
た
ん
宗
門
事
、
従
此
以
前
、
（
雛
御
制
禁
侯
、
干
今
断
？
Ｔ

絶
無
之
候
、
弥
領
分
中
堅
可
相
改
之
旨
、
重
而
被
仰
出
候
、
被
得
其
意
可
有
．
Ｔ
・

穿
鑿
候
、
若
訴
人
於
有
之
者
、
最
前
差
越
候
如
御
書
付
、
そ
れ
Ｄ
ｌ
く
一
己
０
に
従
公
ノ
？

義
御
褒
美
可
被
下
之
旨
候
、
為
其
如
此
候
、
恐
々
謹
言

阿
部
対
馬
守

二
月
八
日

重
次
（
花
押
）
蕾
か
つ
二
」
へ

阿
部
豊
後
守
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一
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一
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》
亙
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平
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信
綱
（
花
押
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永
井
日
向
守
殿
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（
附
麹
）

「
寛
永
十
六
卯
年
」

伴
天
連
弁
き
り
し
た
ん
宗
旨
之
事
、
従
此
以
前
御
制
禁
候
へ
共
’
千
今
断
絶
一

無
之
様
被
聞
召
候
、
依
之
堅
御
法
度
被
仰
出
候
間
、
領
分
能
々
遂
穿
製
へ
目
劔

然
右
之
宗
門
於
有
之
者
捕
置
、
急
度
可
有
言
上
候
、
恐
々
謹
言

堀
田
加
賀
守

八
月
廿
七
日

正
盛
（
花
押
）
Ⅱ
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⑰ 

阿
部
豊
後
守

忠
秋
（
花
押
）

松
平
伊
豆
守

信
綱
（
花
押
）

酒
井
讃
岐
守

忠
勝
（
花
押
）

土
井
大
炊
頭

利
勝
（
花
押
）

水
井
日
向
守
殿

二
月
八
日
付
の
老
中
連
署
に
は
、
「
弥
領
分
中
堅
可
相
改
之
旨
、
重
而
被
仰
出

候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
幕
閣
よ
り
の
指
令
は
、
こ
れ
以

前
に
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
寛
永
十
二
年
九
月
条
に

「
伴
天
連
井
き
り
し
た
ん
宗
旨
之
儀
、
従
此
以
前
、
雌
為
御
制
禁
、
至
干
今
無
断

絶
様
被
聞
召
之
間
、
弥
領
内
並
面
々
家
中
急
度
相
改
、
自
然
右
之
宗
門
於
有
之
は

捕
置
、
可
致
言
上
之
、
自
分
之
儀
は
勿
論
、
組
中
与
力
、
歩
行
、
同
心
以
下
迄
相

触
之
旨
、
執
役
之
面
々
於
御
白
書
院
、
上
意
之
趣
年
寄
被
申
渡
畢
」
と
記
さ
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
指
令
に
は
、
「
弥
領
分
中
堅
可
相
改

之
旨
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
寛
永

、
、
、
、
、
、
、

十
五
年
十
一
一
月
条
に
「
出
仕
之
諸
大
名
被
留
置
、
き
り
し
た
ん
宗
門
御
法
度
之

、
、
、
、
、
、

儀
、
最
前
雌
被
仰
出
、
此
頃
於
江
戸
中
余
多
改
出
之
間
、
重
て
国
々
其
外
之
面
々

、

領
内
え
堅
可
申
付
之
旨
、
上
意
之
趣
、
於
大
廊
下
老
中
被
申
渡
之
」
（
傍
点
は
筆

者
）
ど
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
け
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
並
々
な

ら
ぬ
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
へ
の
上
意
の
申
渡
は
、
そ
こ
に
す
で
に
、
「
宗
門
改
役
」
が

正
式
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
発
動
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
も
の
が
あ

る
。
そ
し
て
、
寛
永
十
五
年
十
二
月
に
は
「
き
り
し
た
ん
宗
門
」
「
江
戸
中
余
多

．，ＩＣｑ１ｍＵ‐ロ．十Ｊ鋼旧。．ｗ函圷回．．（祗咀○句●も

改
」
と
あ
り
、
「
宗
門
改
役
」
と
し
て
の
初
仕
事
は
ま
ず
、
お
膝
も
と
の
江
戸
か

ら
始
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
契
利
斯
督
記
」
（
続
々
群
書
類
従
第
十
二
宗
教
）
に
は
、
「
大
猷
院
様
御

代
嶋
原
一
侯
落
城
以
後
、
従
仙
台
、
伴
天
連
寿
庵
、
マ
ル
チ
イ
ニ
ョ
市
左
衛
門
、

キ
ベ
ノ
ー
イ
ト
ロ
召
捕
参
候
、
評
定
場
江
四
度
出
申
候
へ
ド
モ
、
御
穿
繋
キ
ワ
マ

リ
不
申
、
其
後
讃
岐
守
下
屋
敷
江
被
為
成
、
三
人
ノ
伴
天
連
被
召
出
、
沢
庵
柳
生

但
馬
守
其
外
寄
合
、
宗
門
ノ
教
御
尋
、
一
一
三
日
過
、
中
根
壱
岐
守
為
上
使
、
筑
後

守
二
被
仰
付
、
右
三
人
ノ
者
共
評
定
所
江
出
シ
不
申
、
筑
後
守
一
人
ニ
テ
穿
鑿
仕

候
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
鴫
原
一
撲
落
城
以
後
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
寛
永
十
五
年
一
一
月
二
十
七
日
の
原
城
陥
落
以
後
で
あ
り
、
同
年
九
月
一
一
十
日

に
は
、
耶
蘇
教
の
禁
を
厳
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ

の
一
連
の
記
事
は
、
そ
の
文
脈
上
、
同
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
、
「
中

根
壱
岐
守
為
上
使
、
筑
後
守
二
被
仰
付
、
右
三
人
ノ
者
共
評
定
所
江
出
シ
不
申
、

筑
後
守
一
人
ニ
テ
穿
鑿
仕
候
由
」
と
あ
る
記
事
は
、
「
宗
門
改
役
」
と
し
て
、
筑

後
守
（
井
上
政
重
）
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
井
上
政
重
の
項
に
「
十
五
年
正
月
三
日
、
肥
前

国
島
原
の
賊
徒
蜂
起
せ
る
に
よ
り
、
上
使
に
さ
出
れ
て
か
の
地
に
お
も
む
く
の
と

き
、
青
江
の
御
刀
及
び
時
服
、
羽
織
、
黄
金
等
を
た
ま
ふ
ｏ
十
二
月
四
日
、
与
力

五
騎
、
同
心
二
十
人
を
あ
づ
け
ら
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
与
力
五

騎
、
同
心
二
十
人
」
は
、
「
宗
門
改
役
」
と
し
て
の
井
上
政
重
に
、
配
下
と
し
て

つ
け
ら
れ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
と
と
も
に
、
井
上
政
重
の
「
宗
門
改
役
」
の
就

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

任
は
、
房
」
の
年
「
寛
永
十
五
年
十
一
一
月
四
日
」
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
時
に
、

井
上
政
重
、
年
五
十
四
。

な
お
、
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
の
井
上
政
重
の
項
に
は
、
前
記
の
記
事
に
つ
づ

い
て
、
「
十
七
年
六
月
十
二
日
、
六
千
石
の
新
恩
あ
り
、
す
べ
て
一
万
石
を
領
す
。

7２ 

、
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こ
の
と
し
、
お
ほ
せ
を
う
け
て
し
ば
ノ
ー
西
国
に
往
還
し
、
ま
た
長
崎
に
お
も
む

き
、
異
国
の
商
船
を
よ
び
耶
蘇
禁
制
等
の
事
を
裁
許
す
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

「
寛
永
十
七
年
説
」
及
び
「
寛
永
十
七
年
六
月
説
」
は
、
こ
こ
に
根
拠
を
お
い
て

い
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
寛
永
十
五
年
十
二
月
四
日
」
に
「
宗

門
改
役
」
に
就
任
し
て
以
後
、
そ
の
敏
腕
を
ふ
る
っ
た
功
績
に
対
す
る
加
増
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
年
、
命
に
よ
り
、
井
上
政
重
は
江
戸
を
離
れ
て
、
西
国
及
び
長
崎

に
お
も
む
い
て
、
そ
の
任
務
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一一

「
宗
門
改
役
」
の
設
置
さ
れ
る
縁
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
六
月
十
九
日
付
の
秀
吉
に
よ
る
伴
天
連
追
放
令
に
端
を
発
し
て
い

る
。
こ
の
「
伴
天
連
追
放
令
」
（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

定

一
日
本
ハ
神
国
た
る
処
、
き
り
し
た
ん
国
よ
り
邪
法
を
授
候
俵
、
太
以
不
可
然

候
事

一
其
国
郡
之
者
を
近
付
門
徒
に
な
し
、
神
社
仏
閣
を
打
破
ら
せ
、
前
代
未
聞

候
、
国
郡
在
所
知
行
等
給
人
に
被
下
候
儀
者
当
座
之
事
候
、
天
下
よ
り
の
御

法
度
を
相
守
、
諸
事
可
得
其
意
処
、
下
ど
と
し
て
狼
義
曲
事
事

一
伴
天
連
其
知
恵
之
法
を
以
、
心
さ
し
次
第
一
一
檀
那
を
持
候
と
被
思
召
候
ヘ

ハ
、
如
右
日
域
之
仏
法
を
相
破
事
曲
事
候
条
、
伴
天
連
儀
曰
本
之
地
一
天
お

か
せ
ら
れ
間
数
候
間
、
今
日
よ
り
廿
日
之
間
一
一
用
意
仕
、
可
帰
国
候
、
其
中

に
下
ミ
伴
天
連
に
不
謂
族
申
懸
も
の
在
之
へ
曲
事
た
る
へ
き
事

一
黒
船
之
儀
ハ
商
買
之
事
候
間
、
各
別
候
之
条
、
年
月
を
経
、
諸
事
売
買
い
た

す
へ
き
事
．

－
自
今
以
後
、
仏
法
の
さ
ま
た
け
を
不
成
輩
ハ
、
商
人
之
儀
ハ
不
及
申
、
い
つ

○一□ｒ》・’七・巳、。ｒや一町．，『γ・・》けか．：．．，ｈｂ、広６．、

リ
シ
タ
ン
」
も
、
と
も
に
、
上
下
関
係
に
依
拠
す
る
封
建
的
権
力
者
の
恐
れ
る
も

の
で
あ
り
、
秀
吉
の
「
仏
法
」
を
保
護
す
る
真
の
意
図
は
、
む
し
ろ
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
浸
透
に
対
す
る
駆
除
策
・
予
防
策
と
し
て
の
利
用
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の

時
点
の
秀
吉
の
言
と
し
て
、
宣
教
師
フ
ロ
イ
ス
は
、
そ
の
手
紙
に
「
宣
教
師
は
、

霊
魂
の
救
い
を
口
実
に
諸
大
名
や
貴
族
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
を
あ
つ
め
、
日

本
に
革
命
を
企
て
て
い
る
。
も
し
こ
れ
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
、
』
向
宗
の
法
を
説

く
と
い
っ
て
多
数
の
人
民
を
あ
つ
め
地
方
の
領
主
を
殺
し
天
下
の
君
信
長
を
苦
し

め
た
、
大
坂
の
坊
主
と
お
な
じ
こ
と
に
た
ろ
う
。
し
か
も
、
・
大
」
坂
の
坊
主
が
下
賎

の
民
の
心
を
と
ら
え
た
の
と
ち
が
っ
て
、
宣
教
師
は
大
名
ｄ
貴
族
一
を
ひ
き
つ
け
て

い
る
の
で
、
い
っ
そ
う
危
険
で
あ
り
恐
》
る
べ
き
存
在
だ
。
」
と
い
う
主
旨
の
ご
ど
む
・

記
し
て
い
る
。
（
藤
木
久
志
箸
「
織
田
・
豊
臣
政
権
」
一
二
六
ペ
ー
ジ
）

こ
れ
よ
り
の
ち
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
一
一
一
）
十
二
月
一
一
十
一
一
一
日
に
、
家
康
の

命
に
よ
っ
て
金
地
院
崇
伝
が
起
草
し
た
長
文
の
「
伴
天
連
追
放
文
」
は
『
乾
為
父

れ
に
て
も
き
り
し
た
ん
国
よ
り
往
還
く
る
し
か
ら
す
候
条
、
可
成
其
意
事

己
上

天
正
十
五
年
六
月
十
九
日

こ
の
「
伴
天
連
追
放
令
」
は
同
時
に
、
「
仏
法
」
の
保
護
法
令
で
も
あ
る
。
第

三
条
の
「
日
域
之
仏
法
を
相
破
事
曲
事
」
と
い
い
、
第
五
条
の
「
仏
法
の
さ
ま
た

け
を
不
成
輩
」
は
「
き
り
し
た
ん
国
よ
り
の
往
還
く
る
し
か
ら
す
」
と
い
い
、
秀

吉
の
「
仏
法
」
保
護
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
「
仏
法
」
は
、
す

で
に
権
力
者
へ
の
反
抗
の
牙
を
抜
か
れ
た
「
仏
法
」
で
あ
る
。
秀
吉
は
、
こ
れ
よ

り
先
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
四
月
二
十
二
日
、
最
後
の
一
向
一
摸
で
あ
る

雑
賀
の
一
撲
を
、
そ
の
拠
点
で
あ
る
太
田
の
塁
に
追
い
つ
め
て
、
そ
の
息
の
根
を

と
め
て
い
る
。

「
仏
」
の
前
に
平
等
を
説
く
「
仏
法
」
も
、
「
神
」
の
前
に
平
等
を
説
く
「
キ

いい．。・・・■。』〉｜■Ｌ●１も』し④ログｂ▲■｜●ｉＢｐ必６－）Ｐ叱処ＦＴ△】●Ｐ－ｈＰ●■９帥や△』ロ』可■ザら一ロロ・・い■０
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1４ 

② 

坤
為
母
、
人
生
於
其
中
間
、
三
才
於
是
定
突
、
夫
日
本
者
元
是
神
国
也
」
と
の
書

辺

き
出
し
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
文
中
に
は
「
安
吉
利
支
丹
之
徒
党
、
適
来
於
曰
本
、

非
菅
波
商
船
而
通
資
財
、
切
欲
弘
邪
怯
惑
正
宗
、
以
改
域
中
之
政
、
号
作
己
有
、

是
大
禍
之
萌
也
、
不
可
有
不
制
英
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
「
彼
伴
天
連
徒
党
、
皆
反

件
政
令
、
嫌
疑
神
道
、
誹
誘
正
法
、
残
義
損
善
、
見
有
刑
人
、
載
欣
載
奔
、
自
拝

目
礼
、
以
是
為
宗
之
本
懐
、
非
邪
法
何
哉
、
実
神
敵
仏
敵
也
、
急
不
禁
、
後
世
必

有
田
家
之
患
Ｌ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
浸
透
力
に
対
す
る
危
機
感
は
、
統
一
政
権
の
権
力
者
で
あ
る
秀

吉
も
家
康
も
同
一
で
あ
り
、
と
も
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
「
邪
法
」
と
規
定
し
、
そ

れ
を
廃
除
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
向
一
侯
が
内
な
る
敵
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
克
服
し
た
統
一
政
権
に
と
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
外
よ
り
き
た
る

敵
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

こ
の
外
よ
り
き
た
る
敵
を
、
更
に
徹
底
し
て
廃
除
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
寛
永

鎖
国
令
で
あ
る
。
そ
の
第
一
次
鎖
国
令
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
一
一
一
）
一
一
月
、
第

一
一
次
鎖
国
令
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
一
一
一
四
）
五
月
、
第
三
次
鎖
国
令
は
、
寛
永

十
一
一
年
（
一
六
三
五
）
五
月
、
第
四
次
鎖
国
令
は
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
一
一
一
六
）

五
月
、
そ
し
て
最
後
の
第
五
次
鎖
国
令
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
七
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
第
四
次
と
第
五
次
の
鎖
国
令
の
間
に
は
、
島
原
の
乱
が
惹
起
し

鎮
圧
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
乱
の
鎮
圧
後
、
「
宗
門
改
役
」
が
設
置
さ
れ
、

最
後
の
鎖
国
令
が
発
令
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
宗
門
改
役
」
の
管
掌
及
び
設
置
に
つ
い
て
は
、
岡
田
正
之
氏
は
「
宗
門
改
ノ

役
ハ
大
目
付
作
事
奉
行
ノ
両
職
ヨ
リ
之
ヲ
兼
ヌ
ル
者
ニ
シ
テ
、
延
宝
天
和
貞
享
ノ

頃
へ
吉
利
支
丹
御
支
配
、
或
ハ
切
支
丹
奉
行
ト
呼
上
、
宝
永
以
後
ハ
宗
門
改
役

ｏ
Ｃ
Ｏ
。
◎
。
。
０
。
０
０
０
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ｏ

ト
称
セ
リ
、
其
掌
レ
ル
所
ハ
教
徒
ノ
有
無
ヲ
検
察
シ
、
信
否
ヲ
審
判
ス
ル
ニ
在

ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
。
。
。
。
０
０
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

リ
、
語
ヲ
換
ヘ
テ
之
ヲ
言
ヘ
ハ
、
宗
門
上
二
於
ケ
ル
警
察
ノ
行
政
卜
司
法
ト
ノ
両

Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
ｏ

権
ヲ
有
ス
ル
ナ
Ⅱ
／
、
而
シ
テ
諸
般
ノ
法
制
ハ
老
中
ノ
編
成
規
定
ス
ル
所
二
係
Ⅱ
ソ
、

奉
行
ハ
其
旨
ヲ
遵
守
施
行
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
」
「
幕
府
ノ
新
二
職
官
ヲ
設
ケ
ル
ャ
、

始
メ
ョ
リ
職
員
ヲ
定
〆
、
掌
程
ヲ
立
テ
、
後
其
人
ヲ
挙
グ
ル
ニ
ァ
ラ
ズ
、
荷
モ
監

理
ス
ベ
キ
事
件
ノ
起
ル
ア
レ
ハ
、
一
時
ノ
便
宜
ニ
ョ
リ
、
適
任
ノ
人
ヲ
選
テ
、
其

局
一
一
当
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
り
、
而
ル
ニ
ー
時
ノ
便
宜
ハ
規
矩
ヲ
将
来
二
与
へ
、
相
因

り
相
襲
フ
テ
一
代
ノ
典
例
ト
ナ
レ
ル
者
ナ
リ
、
大
目
付
作
事
奉
行
ノ
吉
利
支
丹
奉

。
。
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
。
◎
Ｃ
Ｏ
。
。
ｏ

行
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
亦
其
類
ト
ナ
ス
、
大
目
付
二
在
リ
テ
吉
利
支
丹
奉
行
ヲ
兼
ヌ
ル
ハ

ｏ
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
。
。
Ｃ
Ｏ

井
上
筑
後
守
政
重
ヲ
以
テ
権
輿
ト
ナ
ス
、
蓋
シ
宗
教
禁
絶
ノ
初
〆
、
江
戸
ニ
在
Ⅱ
ノ

テ
ハ
、
教
徒
ノ
審
問
ハ
、
老
中
ノ
邸
第
、
若
ク
ハ
評
定
所
一
一
於
テ
之
ヲ
行
フ
ヲ
例

ト
ナ
セ
リ
、
然
ル
ー
寛
永
十
六
年
以
後
ハ
大
率
政
重
一
人
一
一
命
シ
テ
之
ヲ
担
任
セ

シ
メ
、
老
中
若
ク
ハ
評
定
所
一
一
於
テ
関
係
セ
ザ
リ
キ
」
（
徳
川
幕
府
吉
利
支
丹
宗

門
改
考
）
と
明
快
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
代
の
「
宗
門
改
役
」
で
あ
る
井

上
政
重
が
、
そ
の
職
を
辞
し
た
の
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
閏
十
一
一
月
八
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
寛
政
重
修
諸
家
譜
）

「
宗
門
改
役
」
の
設
置
に
と
も
な
い
、
与
力
同
心
の
他
に
、
そ
の
下
部
機
構
と

し
て
部
落
の
人
々
が
使
役
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
契
利
斯
督
記
」
に
、
「
宗
門
ツ

ル
シ
候
時
分
ハ
、
一
一
三
日
モ
前
廉
二
町
奉
行
所
江
申
遣
、
ツ
ル
シ
場
出
来
次
第

一
一
、
ツ
ル
シ
候
モ
ノ
伝
馬
町
龍
屋
ヨ
リ
出
遣
候
、
其
時
分
ハ
ハ
町
奉
行
衆
与
力
同

心
付
候
而
参
候
、
時
分
ノ
モ
ノ
ハ
先
立
、
ツ
ル
シ
場
へ
参
相
待
居
申
候
、
ツ
ル
シ

モ
ノ
参
候
得
べ
穂
多
二
申
付
、
ツ
ル
サ
セ
候
事
、
町
奉
行
与
力
同
心
ハ
カ
マ
イ

申
サ
ズ
候
、
昼
夜
ツ
ル
シ
場
一
一
番
仕
候
義
モ
滅
多
致
候
、
所
ハ
浅
草
穂
多
居
申
近

所
ニ
テ
候
、
ツ
ル
シ
モ
ノ
白
状
可
仕
ト
申
候
へ
（
、
稔
多
注
進
イ
タ
シ
候
、
其
刻

家
頼
ノ
モ
ノ
ヲ
遣
、
様
子
相
尋
候
、
大
事
之
ツ
ル
シ
モ
ノ
ヲ
バ
、
筑
後
守
時
分
ニ

ハ
、
筑
後
守
、
野
村
彦
太
夫
一
一
倍
置
候
野
屋
敷
之
内
ニ
テ
ッ
ル
シ
候
由
、
其
伽
モ

番
ハ
糠
多
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｊ
も
う
か
が
わ
れ
る
。

7０ 
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1６ 

づ

十
一
年
（
一
六
四
四
）
十
二
月
十
一
日
の
時
点
で
、
「
乞
食
八
十
人
、
お
ん
ぼ
う

七
人
、
合
計
八
十
七
人
」
い
た
も
の
か
、
翌
正
係
一
一
年
（
一
六
四
五
）
四
月
三
日

の
時
点
で
は
、
「
こ
ろ
ひ
十
人
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
間
の
四
ヶ

月
近
い
間
の
「
き
り
し
た
ん
こ
ろ
ひ
之
物
き
ん
ミ
」
が
、
い
か
に
き
び
し
い
も
の

で
あ
っ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、

「
き
り
し
た
ん
こ
ろ
ひ
之
物
」
の
吟
味
権
が
、
長
吏
に
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

も
、
こ
の
文
書
は
示
し
て
い
る
。

岡
田
正
之
氏
は
一
‐
当
時
最
下
等
ノ
人
類
ト
シ
テ
度
外
一
一
置
キ
タ
ル
乞
食
非
人
ト

雌
ト
モ
、
亦
之
（
踏
絵
）
ヲ
踏
マ
シ
ム
、
蓋
シ
禁
教
ノ
厳
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
教
徒
ハ

攻
ハ
逃
テ
乞
食
非
人
一
一
掃
ス
ル
者
ア
リ
、
寛
永
七
年
、
大
坂
二
於
テ
逮
捕
ス
ル
所

ノ
信
者
七
十
名
ノ
如
キ
是
ナ
リ
、
幕
府
ハ
之
二
聾
ミ
ル
所
ア
リ
、
是
ヨ
リ
乞
食
非

人
ト
鮒
ト
モ
、
亦
之
ヲ
改
メ
之
ヲ
踏
マ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
ル
ナ
リ
」
（
徳
川
幕
府
吉

利
支
丹
宗
門
改
考
）
と
報
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
乞
食
」
と

切
文
丹
」
（
こ
ろ
び
き
り
し
た
ん
）
の
実
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
左
か

に
は
、
「
非
人
切
支
丹
転
「
一
「
乞
食
切
支
丹
転
」
の
み
な
ら
ず
、
「
切
支
丹
転
」
の
子

孫
が
「
長
吏
」
に
な
っ
て
い
る
実
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
切
支
丹
転
類
族
之

内
、
長
史
与
右
衛
門
病
死
一
一
付
土
葬
一
一
取
置
候
、
井
竹
林
寺
組
頭
芯
一
札
之
事
）

キ
リ
シ
タ
ン
の
転
宗
に
つ
い
て
は
、
「
契
利
斯
督
記
」
に
「
伴
天
連
入
満
同
宿

宗
門
之
モ
ノ
コ
ロ
ピ
候
時
分
ハ
、
成
程
堅
ク
申
付
、
宗
旨
ヲ
替
、
禅
宗
或
ハ
浄
土

「
非
人
」
と
の
相
違
は
『
戸
籍
」
へ
の
記
載
の
有
無
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
「
非

人
「
」
は
戸
籍
が
あ
り
、
「
乞
食
」
は
戸
籍
か
ら
も
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「
戸
籍
」
は
、
宗
門
改
め
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
「

定
さ
れ
る
。

「
宗
門
改
役
」
の
設
置
は
、
そ
の
こ
と
を
推
進
す
る
の
に
力
が
あ
っ
た
も
の
と
想

「
非
人
垣
外
一
件
一
番
」
及
び
「
非
人
垣
外
一
件
二
番
」
に
は
、
多
数
の
「
転

宗
一
一
被
成
、
寺
参
ヲ
申
、
旦
那
ニ
イ
タ
シ
、
伴
天
連
入
満
ニ
ハ
女
房
ヲ
被
下
候
、

其
上
ニ
テ
立
ア
ガ
リ
申
時
分
ハ
、
吉
利
支
丹
ア
イ
シ
ラ
ィ
ニ
ハ
不
仕
、
ス
リ
盗
ア

テ
ガ
イ
ニ
イ
タ
シ
、
斬
罪
可
仕
被
仰
付
、
同
宿
宗
門
ノ
者
、
小
日
向
ニ
テ
モ
一
一
三

人
、
龍
屋
ニ
テ
モ
五
六
十
人
モ
切
捨
申
候
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江

戸
の
例
で
あ
る
が
、
慶
安
元
年
子
五
目
日
付
「
乞
食
寺
竹
林
寺
開
発
之
事
」
（
非
人

垣
外
一
件
一
番
）
と
標
題
の
あ
る
文
書
に
、
「
此
三
ヶ
所
之
非
人
、
先
年
数
度
之

宗
旨
就
御
改
、
捨
邪
法
、
雌
令
帰
正
法
、
可
頼
寺
依
無
、
御
代
官
鈴
木
三
郎
九
郎

様
、
西
成
郡
下
難
波
之
於
墓
地
寺
地
被
下
者
也
」
と
記
さ
れ
、
の
ち
に
非
人
の
寺

で
あ
る
竹
林
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
寺
の
宗
旨
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

浄
土
宗
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
宗
で
あ
ろ
う
と
、
「
邪
法
」
を
す
て
、
「
正

法
」
に
帰
っ
た
人
々
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
「
宗
門
改
役
」
は
、
民
衆
の
真
の
信
仰
を
も
奪
い
去
っ
た
の
で
あ

る
。

●
●
ｂ
ｑ
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死別と差別…1７

一
家
主
禅
宗
六
右
衛
門
此
家
ノ
人
数

壱
人
女
房

壱
人
男
子

合
三
人

一
家
主
浄
土
宗
九
郎
右
衛
門
此
人
数

弐
人
父
母

壱
人
兄

壱
人
女
房

弐
人
男
子

壱
人
女
房

壱
人
女
子

合
九
人

一
家
主
禅
宗
庄
九
郎
此
家
ノ
人
数

壱
人
女
一
男

合
弐
人

一
家
主

孫
左
衛
門
此
人
数

壱
人
女
一
居

壱
人
む
す
こ

壱
人
よ
め

壱
人
下
女

（
史
料

摂
州
御
知
行
所
吉
利
支
丹
改
之
帳

殿
様
へ
書
上
申
候
写

、-／

高
浜
村

24ｘ17.5ｃｍ11丁（表紙共）

合
五
人

一
家
主
禅
衆
久
右
衛
門
此
家
ノ
人
数

弐
人
父
母
マ
マ

一
宮
人
は
氏

壱
人
兄

壱
人
女
房

三
人
弟
内
壱
人
大
坂
本
町
へ
や
う
し
二
参
候

壱
人
女
子

壱
人
下
女

壱
人
女
房

合
十
二
人

一
家
主
浄
土
喜
右
衛
門
同

壱
人
母

壱
人
女
房

弐
人
む
す
こ

壱
人
よ
め

壱
人
む
す
め

合
七
人

一
家
主
禅
宗
久
五
郎
此
家
ノ
人
数

壱
人
女
房

壱
人
あ
れ

壱
入
む
す
こ

壱
人
む
す
め

三
人
下
男

三
人
下
女

合
十
一
人

一
家
主
浄
土
擬
兵
衛
此
家
ノ
人
数

卜
■
■
▽
□
Ｔ
ｒ
（
■
０
■
Ｆ
Ｃ
ｑ
』
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１８ 

■ 

壱
人
女
房

壱
人
兄

壱
人
女
一
房

弐
人
男
子

合
六
人
も
ん
と
宗

一
家
主

久
次
此
人
数

壱
人
母

壱
人
女
房

壱
人
弟

合
四
人

一
家
主
禅
仁
右
衛
門
此
人
数

壱
人
母

壱
人
女
一
房

弍
人
む
す
こ

壱
人
よ
め

壱
人
兄

壱
人
女
房

三
人
む
す
こ

三
人
女
子
内
壱
人
萩
庄
へ
縁
付

合
十
四
人

一
家
主
禅
宗
六
兵
衛

弐
人
父
母

壱
人
女
一
房

弐
人
む
す
こ

合
六
人

一
家
主
浄
土
圧
介

弐
人
父
母

‘ 

‐
０
０
０
０
Ｖ
‐
‐
０
０
０
０
１
３
Ｉ
０
０
Ｑ
Ｉ
０
１
■
Ⅱ
■
Ｉ
●
●
Ｖ
‐
・
ヴ
●
Ｇ
０
■
■
■
ｑ
：
Ｉ
●
、
■
■
０
０
１
口
□
ｐ
Ｄ
０
ｕ
ｍ
■
Ⅱ
ｌ
Ｄ
ｒ
０
０
Ｄ
■
■
Ｏ
Ｕ
Ｉ
凸
■
■
ｌ
ｄ
ｒ
０
Ｌ
７
０
い
い
Ｌ
■
□
Ｆ
ｑ
Ｄ
叩
，
９
凸
■
９
Ｌ
尼
Ｉ
Ⅲ
、
叱
皿
Ⅲ
‐
り
い
０
乢
殴
１
６
－
■
Ｄ
Ｕ
■
。

壱
人
女
房

弐
人
む
す
と

壱
人
女
子
一
口
村
へ
縁
付

弐
人
祖
父
祖
母

三
人
む
す
こ
内
壱
人
何
方
一
一
い
申
も
親
も
不
存
候

壱
人
む
す
め
淀
へ
縁
付

合
十
四
人も
ん
と
宗

一
家
主

四
郎
兵
衛

弐
人
父
母

壱
人
女
房

弐
人
む
す
と

壱
人
女
子

合
七
人

一
家
主
法
花
彦
右
衛
門

弐
人
父
母

壱
人
女
房

合
四
人
も
ん
と

一
家
主

仁
左
衛
門

壱
人
女
房

壱
人
む
す
め

壱
人
弟

壱
人
女
房

弐
人
む
す
め

壱
人
下
男

合
八
人

一
家
主
法
花
市
介

弐
人
父
母

ひ

6６ Ⅱ
小
円
０
ｎ
０
ｉ
Ｔ
ｌ
Ｊ
－
Ｈ
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１
廻
曙
短
剣
凹
咀
甸
已
【



死別と差別…1９

壱
人
女
房

壱
人
弟

壱
人
女
房

三
人
い
も
う
と
内
壱
人
橋
本
へ
縁
付

合
九
人

一
家
主
も
ん
と
甚
介

壱
人
女
一
房

壱
人
男
女

弍
人
む
す
め
内
壱
人
補
葉
村
へ
縁
付

壱
人
下
男

一
家
主
も
ん
仁
小
介

壱
人
女
房

弐
人
む
す
こ

壱
人
む
す
め

壱
人
弟
六
左
衛
門

壱
人
女
房

合
七
人

一
家
主
法
花
又
蔵

弐
人
父
母

壱
人
女
房

弐
人
弟

弐
人
女
子
内
壱
人
大
和
郡
山
へ
縁
付

合
八
人

一
家
’
主
し
ん
と
久
八

壱
人
母

壱
人
女
房

合
六
人

弐
人
弟

壱
人
女
房

合
六
人

一
家
主
浄
土
左
右
衛
門

壱
人
女
房

弐
人
む
す
こ

壱
人
む
す
め
西
岡
へ
縁
付

左
右
衛
門
下
人

一
家
三
右
衛
門

弐
人
弟
内
壱
人
鵜
殿
村
へ
や
う
し
一
一
参
候

壱
人
い
も
う
と
河
内
市
之
宮
へ
縁
付

合
十
一
人

一
家
主
法
花
仁
介

弐
人
父
母

壱
人
女
房

合
四
人

一
家
主
浄
土
半
右
衛
門
此
家
ノ
人
数

壱
人
母

壱
人
女
房

弐
人
弟
内
一
人
京
四
条
へ
や
う
し
一
一
参
候

七
人
下
女

九
人
下
男

半
右
衛
門
下
人

一
家
勘
七

女
房

壱
人
母

壱
人
女
房

、
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2０ 

⑪ 

一
家
主
禅
寺
浄
春
庵

家
数
合
三
十
三
間

合
四
十
七
人

半
右
衛
門
下
人

一
家
長
兵
衛

女
一
房

壱
人
男
子

一
家
与
作

壱
人
女
一
房

弐
人
あ
れ
内
壱
人
西
岡
へ
縁
付

一
家
善
右
衛
門

壱
人
女
一
房

一
家
作
右
衛
門

壱
人
女
一
房

壱
人
女
子

一
家
又
右
衛
門

壱
人
女
房

弐
人
弟
内
壱
人
京
四
条
へ
や
う
し
一
一
参
候

一
家
三
介

壱
人
母

壱
人
女
一
房

几
間
半
占
衛
門
下
人

句

家
新
右
衛
門

弐
人
父
母

壱
人
女
房

壱
人
女
子
河
内
へ
縁
付

‐
‐
１
０
１
１
１
１
小
１
０
１
．
１
６
０
１
．
０
１
ｒ
Ｉ
１
〈
Ｉ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
■
■
１
１
１
１
小
ｌ
１
Ｉ
ｌ
０
ｌ
０
Ｉ
０
Ｄ
ト
ー
０
ル
ー
，
ト
ー
Ｌ
Ⅱ
い
■
■
ｗ
ｌ
ｒ
ｌ
ｐ
Ｕ
吟
Ⅲ
Ｏ
Ｕ
ｌ
０
卜
恥
・
ト
ー
リ
ー
Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
ｉ
ｍ
０
ｌ
殉
０
１
１
‐
Ｌ
い
■
Ｉ
Ⅲ
い
酔
い
－
８
■
０
０
口
■
１
，
０
い
凹
酎
ｐ
Ｄ
０
小
Ⅱ
ｒ
Ⅲ
Ｍ
０
Ｄ
ｅ
ｐ
Ｕ
皿
日
■
、
□
、
▽
△
ロ
ロ
Ｕ
Ｉ
小
心
□
■
応
Ｍ
Ｐ
Ｌ
０
Ｅ
瓜
Ⅳ
Ⅲ
ハ
ト
町
■
■
【
旧
い
Ⅲ
肌
取
Ｌ
ｍ
ｐ
Ｉ
曰
０
，
Ｎ
〃

少

壱
間
禅
寺

人
数
合
弐
百
十
人

内百
七
人
男

百
三
人
女

右
之
内
壱
人
と
し
て
吉
利
支
丹
無
御
座
候
、
為
其
家
数
井
人
数
帳
二
作
り
指
上
申
候
、
拙

者
共
手
前
一
一
も
小
百
姓
迄
不
残
判
形
仕
、
宗
旨
儀
書
付
、
引
か
へ
帳
致
置
申
候
、
弥
ノ
ー

無
油
断
穿
繋
可
仕
候
、
巳
上

寛
永
十
六
年

夘
六
月
十
八
日

半
右
衛
門

本
多
平
兵
衛
様

名
倉
五
郎
兵
衛
様

左仁甚庄久孫九仁久

纂嘉鶯篝Ⅲ
右

衛

門介介介門門門門郎

庁

6４ 
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先
高
百
三
拾
五
石
六
升

芥
川
郡

一
高
百
三
拾
弐
石
九
斗
九
升
八
合

広
瀬
村

先
高
三
百
石

一
高
弐
百
三
拾
六
石
四
斗
七
升
弐
合

同
村

外
高
弐
拾
石
八
斗
四
合

小
物
成

先
高
五
拾
石

一
高
五
拾
一
一
一
石
五
斗
三
升
三
合

東
大
寺
村

先
高
八
拾
八
石
五
合

一
高
六
拾
五
石
弐
斗
七
合

尺
代
村

外
高
四
石
八
斗

小
物
成

先
高
百
三
石
一
一
一
斗
四
升
五
合

一
高
百
三
拾
石
五
斗
壱
升
弐
合

神
内
村

外
高
三
斗
六
升

小
物
成

光
高
四
百
五
石
弍
斗
六
升
四
合

一
高
三
百
四
拾
九
石
四
斗
七
升
四
合

高
浜
村

（
高
）

外
拾
三
石
弐
斗
五
升
四
合
小
物
成

先
高
一
一
一
百
一
一
一
拾
五
石
三
斗
四
合

一
高
四
百
九
拾
三
石
九
斗
壱
升
四
合

上
牧
村

外
高
九
斗
六
升

小
物
成

先
高
五
百
壱
石
八
斗
壱
升
六
合

（
史
料
二
）

板
倉
周
防
守
様
御
知
所
高
之
覚

24.5×17.5ｃｍ２０丁（表紙共）

！ 

―
高
六
百
五
拾
八
石
五
升
壱
合

梶
原
村

外
高
壱
石
七
斗
六
升
小
物
成

先
高
八
百
四
拾
八
石
壱
斗

一
高
八
百
拾
八
石
壱
斗
六
合

郡
家
村

外
高
壱
斗
四
升
小
物
成

先
高
四
百
五
拾
八
石
壱
斗
七
升

一
高
五
百
八
石
七
斗
七
升
九
合

氷
室
村

内
弐
百
弐
拾
弐
石
弐
合

氷
室

内
弐
百
八
拾
六
石
七
斗
七
升
七
合
女
世
川

外
高
六
斗
小
物
成

先
高
弐
百
三
拾
六
石
三
斗

一
高
三
百
壱
石
三
斗
六
升
九
合

土
室
村

外
高
七
斗

小
物
成

先
高
八
拾
八
石
五
斗
三
升

一
高
九
拾
八
石
壱
斗
八
升
七
合

岡
本
村

外
高
壱
石
弐
斗
四
升
小
物
成

先
高
百
六
拾
弐
石
三
斗
九
升
八
合

一
高
百
七
拾
五
石
九
升
六
合

奈
佐
原
村

外
高
弐
石
小
物
成

先
高
六
拾
弐
石
壱
斗

一
高
九
拾
五
石
八
斗
弐
升
四
合

塚
原
村

外
高
壱
石
四
斗
四
升
小
物
成

先
高
弐
拾
壱
石
弐
斗
弐
升
弐
合

一
高
弐
拾
三
石
六
斗
九
升
三
合

笑
仙
寺

先
高
弐
拾
四
石

一
高
四
拾
三
石
七
斗
五
升
五
合

夙
名
村

先
高
四
百
九
拾
八
石

6３ 
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沙

―
高
五
百
五
拾
四
石
五
升

宮
田
村

先
高
五
百
五
石
壱
斗

卍

―
高
六
百
拾
一
一
一
石
五
斗
六
升
弐
合

五
百
住
村

外
高
壱
石
弐
斗
小
物
成

先
高
弐
百
四
拾
弐
石
七
斗
五
升

一
高
弐
百
七
拾
弐
石
七
升
四
合

赤
大
路
村

先
高
三
百
拾
弐
石
七
斗
八
升

太
田
郡

一
高
三
百
拾
六
石
八
斗
六
升
八
合

惣
持
寺
村

先
高
九
百
四
拾
九
石
弐
斗
外
拾
五
石
四
斗
三
升
七
合
開

一
高
千
七
拾
壱
石
弐
斗
六
升
七
合

戸
伏
村

内
一
一
一
百
五
拾
一
一
一
石
六
斗
四
升
弐
合
庄
村

内
百
四
拾
壱
石
三
斗
五
升
壱
合
戸
伏
村

内
百
六
拾
五
石
九
斗
五
升
八
合
橋
之
内

内
弐
百
弐
石
壱
斗
九
升
四
合
牟
礼

先
高
千
弐
百
拾
石
九
斗
弐
升
六
合

一
高
千
百
一
一
一
拾
八
石
七
斗
弐
升
三
合

中
条
村

内
弐
百
九
拾
七
石
弐
斗
九
升
七
合
五
日
市

内
弐
百
九
石
弐
斗
九
升
三
合
畠
田

内
百
九
拾
九
石
三
斗
一
一
一
合
田
中

内
弐
百
弐
拾
四
石
弐
斗
七
升
九
合
倍
賀

内
弐
百
八
石
五
斗
五
升
壱
合
穂
積
出
作

先
高
九
百
弐
拾
弐
石
八
斗

太
田
郡

一
高
九
百
拾
八
石
弐
斗
四
升
五
合

郡
村

内
七
百
四
拾
石
弐
斗
弐
升
三
合
本
村

内
百
七
拾
八
石
弐
升
弐
合
上
野

外
高
弐
石
四
斗
四
升
小
物
成

内
壱
石
四
斗

本
村

内
壱
石
四
升

上
野

先
高
弐
百
弐
石
八
斗
四
升

外
高
九
石
七
斗
八
升
五
合
ひ
ら
き

｜
高
弐
百
六
拾
四
石
四
斗
九
升
五
合

道
祖
本
村

外
高
七
斗
六
升

小
物
成

先
高
千
八
百
五
拾
八
石
五
斗
壱
升
五
合
外
高
四
石
五
斗
九
升
七
合
帳
は
つ
れ
亥
年
β
納

一
高
千
六
百
六
拾
八
石
七
斗
六
升
六
合

水
尾
村

内
三
百
七
拾
三
石
八
斗

内
瀬

内
弐
百
四
拾
壱
石
壱
斗
三
升
五
合
地
下

内
百
拾
八
石
三
斗
壱
升
壱
合

北
所

内
百
四
拾
四
石
六
斗
六
升
弐
合
堂
村

内
弐
百
七
拾
六
石
弐
斗
八
升
七
合
小
路

内
五
百
拾
四
石
五
斗
七
升
壱
合
真
砂

先
高
千
六
拾
五
石
七
斗

一
高
四
百
六
拾
四
石
八
斗
弐
合

嶋
村
五
右
衛
門
分

一
高
六
百
八
拾
六
石
壱
斗
一
升
五
合
同
村
甚
右
衛
門
分

外
高
九
石
六
斗
六
升
小
物
成

先
高
百
六
拾
五
石
六
斗
八
升

一
高
百
五
拾
七
石
弐
斗
壱
升
壱
合

野
ｈ
宮
村

外
高
七
拾
弐
石

小
物
成

先
高
三
百
九
拾
壱
石
八
斗
三
升

一
高
四
百
拾
九
石
六
斗
五
升
三
合

鮎
川
村

先
高
九
百
八
拾
五
石
八
斗

｜
高
千
百
四
拾
八
石
九
斗
七
升
八
合

沢
良
宜
村

内
四
百
七
拾
三
石
九
斗
六
合

東
村

内
百
八
拾
九
石
九
斗
九
升

浜
村

内
弐
百
三
拾
八
石
三
斗
八
升

西
村

6２ 



別
先
高
弐
千
弐
百
八
十
菰
六
斗
一
合

別
一
高
弐
千
百
四
拾
三
石
四
斗
七
升
七
合
三
宅
村

差と
内
一
二
百
九
拾
六
石
九
斗
九
升
弐
合
宇
野
辺
村

別死
内
弐
百
弐
拾
三
石
四
斗
四
升
壱
合
丑
。

内
弐
百
三
拾
壱
石
弐
斗
壱
升
七
合
東
く
ら

内
弐
百
四
石
七
斗
八
升
五
合
西
く
ら

内
弐
百
拾
壱
石
八
斗
五
斗
乙
辻

内
三
百
弐
拾
五
石
八
升

太
中

内
五
百
五
拾
石
壱
斗
一
升
弐
合
小
坪
井

先
高
三
百
拾
六
石

一
高
三
百
三
拾
八
石
三
斗
弐
合

味
舌
村

外
高
弐
石
六
斗
小
物
成

先
高
弐
千
五
百
六
拾
四
石
九
升

一
高
弐
千
七
百
三
拾
弐
石
六
斗
一
升
三
合
吉
志
部
村

内
八
百
六
拾
五
石
三
斗
弐
升
八
合
東
村

内
九
百
壱
石
九
斗
九
升
七
合
小
路

内
百
弐
拾
壱
石
壱
斗
壱
合
七
尾

「
内
一
一
一
百
弐
拾
六
石
四
斗
八
升
南
村

内
五
百
拾
七
石
九
斗
五
升
吹
田
村

外
高
弐
石
弍
斗
小
物
成
但
小
路
村
へ
毎
年
入

先
高
八
百
六
拾
滴
三
斗

－
高
九
百
五
拾
石
四
斗
六
升

片
山
村

先
高
七
百
弐
拾
壱
石
九
斗
弐
升

一
高
八
百
弐
拾
弐
石
七
斗
八
升
壱
合
別
府
村

外
高
三
拾
石
七
斗
八
升
小
物
成

先
高
千
百
五
拾
石
六
斗
七
升

．
―
高
千
百
七
拾
四
石
壱
斗
五
升
八
合
一
屋
村

醗
醗
職
聯
聯
臘
脚
鵬
勝
柵
醐
附
肌
臘
醐
胤
附
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
：
ｉ
Ｈ
Ｎ
８
８
脚
凹
Ⅱ
Ⅲ
日
日

鬘iiﾊ書:……Ⅱ宴鳶外喜iiiⅡ高wi野芳〃…
百拾高四壱高百四高百廿高拾八高七石ケ百九千万千筒百七石
拾九七拾石八拾拾三三六弐壱石七石九圧七石四弐弐七九拾六
弐石石九九石四九拾拾石石石九石壱斗拾三拾千百石拾石斗

三鬘弄冨弐算宴冥会碧葦章葺老奔弐弄奎茜碧言鰄砦交奔
斗五六斗升四斗斗壱壱八一壱升九合

穿合三三五八五七四升合壱升四弐斗升升升升三升斗拾石升斗升十
升升升升八九五三合七七九五五七
六壱弐五合合合合升升石斗升年
合合合合八八九九五‘

合合斗升合高
七三引

小小小小小小升合小
物物物物・物物当壱物
成成成成成成縄合成

之
忍安大車大生 出当新
頂 本元 岩作門保 目高在
寺 家
村村村村寺村村,
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2４ 

沙

外
高
拾
三
石
四
斗
六
升
四
合
小
物
成

先
高
弐
百
拾
四
石
弐
斗
八
升
三
合

一
高
弐
百
四
拾
弐
石
八
斗
四
升
壱
合

千
提
寺
村

外
高
三
石

小
物
成

先
高
三
百
拾
八
石
七
斗
四
升
六
合

一
高
四
百
拾
壱
石
五
斗
三
升

下
音
羽
村

外
高
拾
弐
石
八
斗
七
升

小
物
成

先
高
六
拾
五
石
四
斗
七
升
九
合

一
高
百
拾
三
石
四
升
弐
合

清
坂
村

外
高
三
石
四
斗
三
升

小
物
成

先
高
四
百
三
拾
九
石
四
合

一
高
五
百
五
拾
壱
石
三
斗
三
升
壱
合

銭
原
村

外
高
三
石
三
斗

小
物
成

先
高
弐
百
廿
壱
石
八
斗
八
升

一
高
弐
百
七
拾
八
石
九
升
五
合

上
音
羽
村

外
高
七
石
四
斗

小
物
成

先
高
六
百
石
七
斗
六
升
七
合

一
高
六
百
四
拾
三
石
六
斗
弐
升
壱
合

泉
原
村

外
高
拾
四
石
四
斗
一
升
弐
合
小
物
成

先
高
弍
百
拾
三
石
五
斗

一
高
弐
百
六
拾
五
石
七
斗
八
升
四
合

高
山
村

外
高
五
石
九
斗

小
物
成

先
高
六
面
七
十
六
石
八
斗
七
升
壱
合

一
高
七
百
六
拾
七
石
五
斗
四
合

佐
保
村

外
高
拾
三
石
四
斗
八
升

小
物
成

先
高
三
千
七
百
六
拾
一
一
一
石
九
斗
三
升
三
合

マ
マ

小
巳
高
四
千
四
百
四
拾
三
石
五
斗
五
升
八
合
五
ヶ
庄
分

Ｉ 

内
六
百
七
拾
九
石
六
斗
弐
升
五
合
出
米

マ
マ

外
高
小
巳
百
四
拾
石
八
斗
四
升

小
物
成
分

山
田
庄

先
高
六
百
八
石
五
斗
六
升
九
合

一
高
六
百
七
拾
壱
石
四
斗
九
升
壱
合

上
村

外
高
弐
拾
三
石
四
斗
七
升
六
合
小
物
成

先
高
三
百
拾
四
石
九
升
五
合

一
高
三
百
弐
拾
壱
石
九
斗
七
合

中
村

外
高
拾
石
八
斗
七
升
八
合

小
物
成

先
高
六
百
弐
拾
五
石
八
斗
七
合

高
五
百
拾
弐
石
七
斗
七
升
八
合

小
川

高
百
弐
拾
六
石
三
斗
五
升
六
合

別
所

外
高
拾
八
石
五
斗
六
升
四
合
小
物
成

先
高
六
百
七
拾
四
石
九
斗
五
升
壱
合

一
高
六
百
七
拾
八
石
八
升
五
合

下
村

外
高
拾
七
石
七
斗
七
升

小
物
成

先
高
弐
百
五
石
壱
斗
九
升
三
合

一
高
弐
百
三
拾
三
石
三
斗
三
升
壱
合

同
村

先
高
五
百
八
十
六
石
六
斗
三
升
七
合

一
高
五
百
六
拾
四
石

佐
井
寺
村

外
高
弐
拾
九
石
三
斗
壱
升
弐
合
小
物
成

先
高
百
弐
拾
六
石
五
升
五
合

一
高
百
六
拾
壱
石
七
斗
四
升
六
合

上
新
田
村

先
高
四
拾
七
石
壱
斗
五
升
八
合

一
高
八
拾
七
石
壱
斗
九
升
弐
合

下
新
田
村

先
高
弐
百
四
拾
三
石
五
斗
七
升
九
合

一
高
弐
百
六
拾
五
石
六
斗
六
升
壱
合

小
野
原
村出
作

ね
。
■
ご
■
■
Ⅱ
■
■
●
■
ｒ
セ
ロ
■
、
巳
■
■
■
■
ロ
ム
心
８
，
６
Ｂ
２
■
ｖ
△
■
〃
ｙ
ｑ
０
Ｏ
Ｆ
、
。
。
；
ｑ
Ｄ
Ｄ
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死別と差別…2５
先
高
三
十
七
石
四
斗
一
升
九
合

一
高
三
拾
七
石
六
斗
五
升
四
合

今
宮
村出
作

先
高
弐
百
石
’

一
高
弐
百
拾
石
四
斗
九
升
四
合

宇
野
辺出
作

先
高
四
百
三
石
壱
斗
八
升
七
合

一
高
三
百
七
拾
七
石
弐
斗
四
升
弐
合

三
宅
出
作

外
高
壱
石
六
斗
一
升

小
物
成
茶
代

マ
マ

先
高
小
巳
三
千
九
百
拾
石
四
斗
四
升
七
合

マ
マ

小
已
高
四
千
弐
百
四
拾
七
石
九
斗
三
升
三
合
山
田
庄
分

内
百
六
拾
弐
石
壱
斗
八
升
七
合
成
年
改
出
シ

右
之
高
寄

高
三
万
千
三
拾
石
六
斗
九
升
九
合

高
四
百
拾
九
石
四
斗
弐
升
八
合
小
物
成

高
八
千
五
百
四
拾
五
石
弐
斗
五
升
三
合

高
弐
百
石
御
牧
郷
葭
嶋
小
物
成

高
千
九
拾
石
九
斗
八
升
八
合

高
千
七
百
三
拾
石
六
升
七
合

高
壱
万
三
拾
石
六
斗
弐
升
八
合

先
合
五
万
石

高
合
三
万
千
四
百
四
拾
九
石
弐
斗
壱
升

内
三
万
千
弐
拾
九
石
七
斗
八
升
弐
合

四
百
拾
九
石
四
斗
弐
升
八
合

寛
永
拾
六
己
夘
三
月
十
五
日

内内
外百百
高七六
小、拾拾
巳五弐
百石石
壱弐壱
石斗斗
六九八
斗升升
壱九七
升合合

丑戊
小年年

蔑巣藍
常武江同山同摂
刑州州所城所州

本
途

小
物
成

先
高
七
百
三
拾
九
石
四
斗
壱
升
初
検
地
綴
喜
郡

一
高
九
百
石
七
斗
三
升
．

上
津
屋
村

内
五
百
九
拾
三
石
七
斗
九
升
弐
合
西
上
津
屋
村
１
Ｊ

三
百
六
石
九
斗
三
升
八
合
東
上
津
屋
村
ｊ

先
高
百
六
拾
七
石
六
斗
一
升
六
合
、

―
高
百
四
拾
七
石
七
斗

高
木
村

先
高
百
七
拾
弐
石
三
斗
八
升
四
合

一
高
百
五
拾
壱
石
六
斗
九
合

出
垣
内
村

先
高
弐
百
五
拾
三
石
弐
斗
弐
升
開
共

一
高
三
百
七
拾
八
石
四
斗
五
升
五
合

上
村

先
高
百
三
拾
石
四
斗
一
升
五
合

一
高
弐
百
五
拾
壱
石
壱
斗
八
升
六
合

水
留
村

先
高
百
六
拾
石

－
高
百
拾
六
石
三
斗
四
合

天
王
寺

高
合
五
万
三
千
四
拾
六
石
七
斗
七
合
ｊ
★

外
高
百
三
拾
弐
石
五
升
六
合
小
物
成
引
方

是
ハ
片
山
。
道
祖
本
ｉ
梶
原
三
ヶ
所
之
山
”
生
Ｊ
Ｌ

広
瀬
・
高
浜
・
一
屋
葭
嶋
弁
鵜
殿
鴫
引
方

右
高
之
内

一
一
一
百
九
拾
六
石
九
斗
壱
升
八
合
公
儀
大
工
石
役
丑
年
β
引

内
百
五
拾
弐
石
四
斗
六
升
七
合
山
城
Ｌ
Ｌ

弐
百
四
拾
四
石
四
升
五
斗
壱
合
摂
州

高
拾
六
石
七
斗
四
升
弐
合
丑
年
御
印
違
夘
ノ
三
月
改
減
”

拾
壱
石
壱
斗
七
升
弐
合
五
ヶ
庄

内

五
石
五
斗
七
升
山
田
圧

山
城
国

ｄ 
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2６ 

抄

先
高
百
六
拾
七
石

二
局
百
五
拾
五
石
弍
斗
七
升
壱
合

内
百
一
一
一
拾
三
石
九
斗
一
升
七
合

弐
拾
壱
石
三
斗
五
升
四
合

先
高
四
百
拾
壱
石
八
升
三
合

―
高
四
百
拾
九
石
四
斗
四
升

内
弐
百
八
拾
壱
石
九
斗
壱
升
本
村

百
三
拾
七
石
四
斗
七
升

宮
口

先
高
百
九
拾
壱
石
六
斗
弐
升

一
高
弐
百
弐
拾
壱
石
八
斗
六
升

先
高
弐
百
弐
石
八
斗
弐
升

一
高
弐
百
拾
石
九
斗
弐
升

先
高
弐
百
石

一
高
百
弐
拾
五
石
七
斗
六
升
八
合

先
高
七
石

－
高
六
石
六
斗
壱
升
五
合

先
高
五
百
石

一
高
四
百
三
石
八
斗
五
升
五
合

先
高
百
弐
拾
壱
石
八
斗
六
升

一
高
百
六
拾
八
石
五
升
、

先
高
弐
百
四
拾
七
石
九
斗
三
合

一
高
三
百
一
一
一
拾
石
八
斗
三
合

先
高
百
弐
拾
六
石
五
斗
五
升

一
高
百
五
拾
四
石
五
斗
弐
升
六
合

先
高
千
石

一
高
九
百
九
拾
七
万
六
斗
四
升

内
八
百
四
拾
三
石
九
斗
弐
升
本
村 庄
屋
太
兵
衛

同
弥
介

久綴久
世喜世
平郡水郡奈郡平

川主嶋尾

村村村村

相
楽
郡

上
田
村

山
本
村

』

江
津
村

マ
マ

神
一
口
寺

市
坂
村

菅
井
村

伊
勢
田
村

百
五
拾
三
石
七
斗
弐
升

高
百
三
拾
壱
石
四
斗
六
升

先
高
百
六
拾
石
八
斗
四
升

一
高
百
七
拾
弐
石
三
斗
壱
升

－
高
弐
千
百
八
拾
壱
石
九
斗
三
升
五
合

御
牧
郷

内
弐
百
六
拾
三
石
六
斗

中
村

三
百
拾
石
八
斗
六
升
六
合

坊
之
池

百
拾
九
石
九
合

同
村

百
三
拾
石
四
斗
五
升
九
合

釘
賞

弐
百
拾
七
石
五
斗
弐
升
七
合
森

三
百
三
拾
弐
石
五
斗
弐
升
三
合
相
嶋

弐
百
九
拾
壱
石
弐
斗
九
升
四
合
一
口

百
四
拾
六
石
三
升
三
合

北
川
顔

百
六
石
壱
升

藤
和
田

四
拾
六
石
七
升
八
合

対
戸

百
拾
六
石
六
斗
九
升
四
合

江
ノ
ロ

弐
拾
四
石
四
斗
四
升
壱
合

観
阿
弥

弐
拾
八
石
八
斗
弐
升
四
合

陵
田

拾
三
石
八
斗
壱
升
四
合

市
田

外
二
弐
百
石
膜
方

此
取
七
拾
石

マ
マ

高
弐
百
四
拾
石
御
牧
江
葭
嶋
小
物
成

先
高
七
千
四
拾
四
石
弐
斗
弐
升
三
合

マ
マ

高
小
巳
七
千
五
百
九
拾
九
石
壱
斗
三
升
壱
合

三
千
五
百
五
拾
石
六
斗
四
升
川
西

内

四
千
九
百
六
拾
七
石
九
斗
三
合
川
東

安
田

右
之
内

新
田
村

嶋
田
村

5８ 
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2８ 

⑥ 

本
高
五
万
石

―
高
四
百
九
拾
七
石
三
升

内
弐
百
拾
八
石
三
升
四
合

弐
百
七
拾
八
石
九
斗
九
升
六
合

一
高
弐
百
五
拾
七
石
七
斗
七
升
四
合

一
高
四
百
拾
弐
石
六
斗
八
升
七
合

一
高
千
百
拾
五
石
七
斗
五
升
壱
合

一
高
七
百
七
拾
四
石
七
升

一
高
千
九
百
壱
石
壱
斗
弐
升
四
合

一
高
千
百
四
石
五
斗
五
升
九
合

本
高
壱
万
石

マ
マ

高
小
已
壱
万
一
二
拾
石
六
斗
弐
升
八
合

都
合
五
万
弐
千
弐
百
六
石
弐
斗
七
升
八
合

高
五
万
千
五
百
四
拾
六
石
八
斗
五
升

当
縄

高
六
百
五
拾
九
石
四
斗
弐
升
八
合

内
百四五六百百
四拾拾拾五弐
石九六五拾拾
五石石石七四
升八五三石石
四斗斗斗四六
合九九五斗斗
升升升弐壱
六六七升升
合合合弐九

合合

右
之
寄

Ｉ
脇
（
・
・
毒
・
心
雪
娘
”
畑
，
守
△
ｉ
ｉ
Ｌ
》
打
鐸
鯨
⑩
愈
擢
区
軸
畑
駕
鰯
割
柵
篭
唖
ｗ
灘

↑
ｊ
 

上
方
小
物
成

下上青泉仏小菖辻

新田沢等遷蕊
治村村村村村村

牛賀戸小須細青郡

渡茂崎幡釜谷柳‘

村村村村村村村

常武江武摂

常
州
分

ｿ（ ｿＩ ｿＩ 

Ｉ 

此
外

高
百
三
拾
弐
石
五
升
六
合
小
物
成
之
内
引
方

山
城
内
膳
様
御
知
行
所

先
高
百
四
拾
九
石
三
斗
五
升

一
高
百
六
拾
五
石
弐
斗
六
升
七
合

平
川
村

先
高
弐
百
六
拾
九
石
壱
斗
八
升

一
高
一
一
一
百
三
拾
六
石
壱
斗
三
升
四
合

奈
鴫

先
高
弐
百
石

マ
マ

｜
高
百
五
拾
四
石
四
斗
八
合

神
音
寺

先
高
三
百
五
拾
七
石
九
升

一
高
三
百
拾
八
石
五
斗
六
升

吐
師

先
高
弐
拾
四
石
三
斗
八
升

一
高
弐
拾
弐
石
壱
斗
四
升

南
興
戸

先
高
千
石

高
合
九
百
九
拾
六
石
五
斗
九
合

（
注
）
「
史
料
一
・
史
料
二
」
と
も
に
、
関
西
大
学
図
書
館
古
文
書
室
所
蔵
。

承
応
三
年正
午
月
六
日
書
之
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